
 

 

 

 

 
 

７２日間の１学期を振り返って、５年代表児童が作文発表をしました。 
５年になって頑張った学習のこと、友達と付き合う時に心がけていること、 
そして、出前授業などのことを振り返っていましたので、紹介します。 
 

「１学期の反省」 

５年 代表児童 

 私の１学期は、たくさん勉強し、何事にも一生けん命取り組み、新しい友達とも仲良くなれた

学期でした。 

学習では、４年生の時より内容が難しくなったけど、よく勉強して分かるようになりました。

算数は苦手だから特に難しかったけど、進んで発表し、努力しました。新しく始まった教科、家

庭科の調理やソーイングも苦手だったけれど、少しずつできることをふやしていきました。２学

期もがんばろうと思います。 

５年生では、委員会活動も始まりました。私は生活委員会にはいりました。活動日を忘れるこ

となく活動できました。 

クラスでは、仲のいい人がたくさんふえました。優しくしたり、助けてあげたりできるよう心

がけました。 

印象に残っているのは、総合的な学習で「防災マップ」の作り方を習うなど、いろいろな先生

のお話を聞いたことです。また、AET の先生と出会ったことも楽しかったです。いろいろな人と

交流するのは興味深かったです。 

１学期はとても楽しかったです。２学期で楽しみなのは、宿泊学習です。２学期もたくさん楽

しみます。 
 

 
 １学期終業式の中で、１学期にうれしく思ったことを話しました。 
〇 運動会や縦割り班清掃などで、６年生が全校生のお手本になってくれた 
こと。６年生の姿を、１年から５年までの全校生で真似してほしいこと。 

〇 命に関わる大きな事故や大きなケガなく、安全で元気に過ごすことがで 
きたこと。これからも安全に気をつけて生活してほしいこと。 
次に、夏休みに守ってほしいことをお願いしました。 

１ 規則正しい生活をおくってほしいということ。 

２ 計画的に学習や運動に取り組んでほしいということ。 

３ 命を大切にし、｢事故にあわない｣で安全に過ごしてほしいということ。 

 
交通事故に注意！  不審者に注意！   川で遊ばない！  火遊びはしない！ 熱中症に注意！ SNS に注意！ 

 
 一番大切なものは「命」です。夏休みになると、交通事故や水の事故
など、毎年のように子どもの痛ましい事故の報道を聞き、悲しい気持ち
になります。 
子どもたちが「自分の命は自分で守る」ことができるように、ご家庭で

も夏休みの生活の仕方についてお話しいただけるとありがたく思います。 

事故なく、安全で楽しい夏休みを！ 
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文責 校長 佐久間誠 夏休み「規則正しい生活を」「計画的に勉強を」「暑さに負けない体を」「事故にあわない生活を」 


